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	実　態
	「学ぶ力」

	
	成　果
	課　題

	
	◇全国学力・学習状況調査の児童質問紙の調査から、「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることができている」「授業や学校生活では友達や周りの人の考えを大切にして、お互いに協力しながら問題の解決に取り組んでいる」児童が多いという実態がある。
◇札幌市全体の共通指標調査の結果から、「人の意見を聞いて、それを参考にして自分の考えを見直すことがある」児童が多いという実態がある。
◇学校独自のアンケートの結果から、「授業中、友達の考えをよく聞いたり、友達に自分の考えをよく伝えたりしている」と感じている児童が多いという実態がある。
	◇全国学力・学習状況調査の児童質問紙の調査から、「学習した内容について、分かった点やよく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができている」「授業で学んだことを次の学習や実生活に結び付けて考えたり、生かしたりすることができる」児童が少ないという実態がある。
◇札幌市全体の共通指標調査の結果から、「意見を発表する前に、自分の考えがうまく伝わるように、話の内容や順序を考えている」児童が少ないという実態がある。
◇学校独自のアンケートの結果から、「楽しく読書したり、本を借りたりしている」児童もいるが一方で２割の子がそうではないと答えている。

	
	「学ぶ力」の基盤〈協働を通して磨く  相互承認の感度 〉の現状と課題

	
	◇札幌市全体の共通指標調査の結果を通して、「人の役に立つ人間になりたいと思う」児童が多いことから、他者への承認や他者からの承認欲求が高い子が多いことが分かる。一方で「自分の意見を進んで発言しようとしている」児童が少ないことから、他者と協働しながら解決していけるよう、日々の授業や活動において、他者と学び合う場を意図的に設定することが必要である。

	「学ぶ力」の育成のために着目する資質・能力
自らのよさ、他者のよさを知り、共に学び、行動する力

	取　組
	課題探究的な学習の推進 に向けて
	自治的な活動の充実 に向けて

	
	◇子どもの声でつながる授業の工夫
(1)学びを自分事として捉える手立て
振り返りを活用し、自分の学びの位置を把握し、学びへの舵取りをする。自分の変容を認識させ、次の学びに向かおうとする新たな心の動きへつなげる。
(2) つぶやきをつなげ、価値付ける教師の関わり
　　つぶやく姿を価値付け、子どもが関わり合うことで新しい発見をしたり、深い理解へつなげたりして、仲間のよさに触れる。
	◇自己承認の感度を高める活動の充実
(1)多様性を尊重し、違いを認め合う教師の関わり
子どもを認め、励まし、粘り強く取り組む姿を評価していく。
(2) 参画を通して心に残す本物の経験
子どもの声を聴き、子どもが「～したい」という意欲をもったり、自分たちの問題を自分たちで解決したり等する活動の場を創出していく。

	
	「学ぶ力」の育成の一層の充実を図る ICTの活用について

	
	◇学びの質を高めるICTの効果的な活用
・指導内容の研究、指導法の改善に努め「分かる、できる」授業を行うと共に、chromebookの活用を図り「子どもが主役の学び」を作っていく。
・chromebookの活用を教育課程に位置付け、発達段階に応じて整理した学年ごとの教育課程に基づいて、教育活動を行う。


＜本プログラムの実行に向けて＞
	新年度
◇本プログラムの共有
・職員会議（５月）

・ホームページ掲載（５月）
・パートナー校間研修
	〔一人一人の教職員〕
◇日常の授業・全教育活動
◇各自の研修（札教研、年次研修等）

	〔学校全体〕
◇校内研修（教科部会、授業検討）

◇子どもの育ちの共有（各会議）
◇PDCAサイクルによる継続的な業務改善
	次年度へ
◇成果と課題の共有
・研究全体会（２月）
・職員会議（３月）
・学校評価



